
独自メソッドで「伝える力・引き出す力」を育てる 

「コミュニケーション・ラボ」を始動 

〜元NHKキャスター、テレビ朝日・テレビ東京で番組制作を経験した現役アナウンサ

ーの宮崎文子氏が体系化。27・28卒向け「U-22プログラム」のプレオープン〜 

 

2026年8月吉日 

株式会社ウニベル 

 

■ 概要 

 「移動で学びをリデザインする」をミッションに掲げ、大学生の新たな学びと挑戦の機会創

出に取り組む株式会社ウニベル（本社：東京都新宿区、代表取締役CEO：横山真輔、以下ウニ

ベル）は、思考の言語化から対話力までを体系的に鍛える新事業「コミュニケーション・ラ

ボ」を始動しました。 

本格展開に先駆け、2026年9月より、就職活動やインターンシップを控えた大学生（27・28

卒）を対象に、完全オンライン・少人数制トレーニング「U-22プログラム」のプレオープン

（先行受講）を開始しました。 

 本事業のチーフ・コミュニケーションディレクターには、元NHKキャスター、テレビ朝日・

テレビ東京で番組制作を経験した現役アナウンサーの宮崎文子氏を迎え、独自メソッド「FADE

R」および実践型対話プログラム「FADER-Circle」を導入したプログラムになっています。メ

ディアの最前線で活動する傍ら、1,000件以上の個別指導を重ねてきた実践知を結集し、受講生

一人ひとりの内にある経験や想いを、相手の心に真っ直ぐ届く「自分の言葉」へと育てる体験

を提供いたします。 

 

■ 立ち上げの背景 未知へ踏み出すための「コンパス」としての言葉 

  ウニベルはこれまで、地域フィールドワークや企業連携、大学間連携を通じ、大学生が慣れ

親しんだ日常のホームから未知なるアウェイを自由に行き来し、自分自身の可能性と活動の幅

を広げていく「移動と学びのプラットフォーム（Campus Everywhere構想）」を展開してきま

した。新しい世界へ越境した先の環境（アウェイ）で、多様な人々と協働しながら挑戦の道を

切り開くとき、何よりも重要になるのが「自らの想いを言語化し、相手と心を通わせる対話

力」です。しかし挑戦の現場では、豊かな感性や強い情熱を持ちながらも、「頭では分かって

いるのに言葉がまとまらない」「定型文のような借り物の言葉になってしまう」「緊張して本

来の自分らしさが伝わらない」と葛藤する学生の姿が多く見受けられました。 

 コミュニケーション能力は、生まれつきのセンスや才能ではありません。課題を正しく把握

し、適切な「型」を学び、実践と客観的なフィードバックを重ねることで、誰もが着実に身に



つけられる一生モノの技術です。未知の世界へ一歩を踏み出すとき、進むべき方向を指し示し

てくれるものこそが、自分自身の内なる声から紡ぎ出された「言葉」です。借り物の正解をな

ぞるのではなく、自分の言葉をコンパスにして挑戦の道を切り開いていくために、ウニベルは

本事業を立ち上げました。 

 

■ コミュニケーション・ラボの特徴 

メディアの現場知を凝縮した独自メソッド「FADER」 

1. 一方的に話す技術だけでなく、取材現場で求められる「相手の本音を引き出す力（質問

力・傾聴力）」と「本質を整理して届ける力（構成力・表現力）」を融合。思考の棚卸

しから身体表現までを5段階（FIND / ASK / DESIGN / EXPRESS / REFLECT）で体系

化しています。 

徹底的な「個別最適化」と「プロの伴走」 

2. 受講生一人ひとりの「伝わりにくさ」の根本要因を精緻に分析。プロのコーチが専属で

徹底的に伴走し、実践とフィードバックを繰り返すことで、実際の選考や社会の現場で

活きる確実な行動変容を導きます。 

多様な他者と響き合う実践の場「FADER-Circle」 

3. 少人数の対話セッションを通じ、他者の意図を深く理解する共感・傾聴力や、その場の

空気を前進させるファシリテーション力を体得します。 

 

 



■ プレオープン提供：就活生向け「U-22プログラム」概要 

本格展開に先駆けたプレオープン期間として、27・28卒の学生を対象に限定枠で受講生を募集

いたします。 

・01｜1DAY PROGRAM（90分 / 12,000円）：現状把握と課題特定。自分の話し方の現在地を

知る診断ワークショップ 

・02｜3DAYS PROGRAM（90分×3回 / 42,000円）：構造化と言語化に集中。エレベーターピ

ッチの型やロジカルに伝える技術を徹底習得 

・03｜START DASH PROGRAM（60分×2回 / 27,000円）：本番直前対策。面接本番を想定し

た実践演習とプロによる個別フィードバック 

※プレオープン期間中は、受講生からのフィードバックを反映しながらカリキュラムの検証・

改善を行ってまいります。 

 

■ チーフコミュニケーションディレクター 宮崎文子 プロフィール＆コメント 

【プロフィール】 

   

【コメント】 

「アナウンサーとして自ら『届ける』経験、そしてディレクターや記者として『相手の本音を

引き出し、情報を整理・構成する』現場を数多く踏んできました。その中でコミュニケーショ

ンで大切なのは、対話先である受け取り手を想像しながら、言葉を紡いでいくことだと思って

います。 

いま、学生は社会という自分の可能性を広げていく挑戦が必要な時です。しかし、新しい世界

へ踏み出すとき、誰もが戸惑い、孤独を感じる瞬間があります。そのとき、暗闇の中で進むべ

き方向を照らしてくれるものこそが、経験や自信、自己を表現する『言葉』だと信じていま

す。 

面接やプレゼンの場で、マニュアル通りの言葉をいくら綺麗に話しても、人の心は動きませ

ん。受講生一人ひとりが自分自身の言葉をコンパスにして、自信を持って挑戦の道を切り拓い

ていけるよう、プレオープンの場から伴走してまいります」 

 

元NHKキャスター、テレビ朝日・テレビ東京

で番組制作を経験した現役アナウンサー。ビ

ジネススキルに関する講座を４年間担当し、

独自メソッド「FADER-Circle」を開発。最前

線のメディア現場で取材・制作・発信に携わ

る傍ら、中学生からビジネスパーソンまで1,0

00件以上のマンツーマンによるコミュニケー

ショントレーニングや高校での講演で指導し

ている。 

 



【横山代表取締役 コメント】 

ウニベルはCampus Everywhere を通じて、学生たちが自らの慣れ親しんだ環境から移動し、未

知なる現場へ越境する機会を作ってきました。しかし現場で数多くの学生と向き合う中で痛感

したのは、どれほど豊かな感性や熱い想いを持っていても、それを表現する自分の言葉を持た

ないことで、本来の可能性を発揮しきれない歯がゆさでした。 

社会の現場で誰かの心を動かすのは、どこかの生成AIが出す整った回答ではなく、自らの体験や

失敗・葛藤から紡がれた体温の乗った言葉です。今回、メディアの最前線で対話の本質を追究

してきた宮崎文子氏をチーフ・コミュニケーションディレクターに迎え、思考の言語化から伝

わる表現までを徹底的に鍛え上げるプログラムを形にしました。自らの内なる声から紡ぎ出さ

れた言葉は、どんな未知の環境へ一歩を踏み出すときも、進むべき方向を指し示してくれる一

生モノのあなたの言葉になります。本事業を通じて、自らの言葉を手に入れた挑戦者たちが、

社会へ、そして全国・世界の現場へと力強く羽ばたいていく未来を共に創ってまいります。 

■ 事業・会社概要 

・サービス名：コミュニケーション・ラボ 

・提供開始時期：2026年9月 

・公式WEBサイト：https://www.univer-inc.

com/communication-lab 

【株式会社ウニベルについて】 

・社名：株式会社ウニベル（UNIVER inc.） 

・代表者：代表取締役CEO 横山真輔 

・所在地：〒169-0051 東京都新宿区西早稲

田1-22-3 

・URL：https://www.univer-inc.com/ 
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